
（様式第４号） 

調  査  書 特別支援学級 
設置     有 種別（視･聴･知･肢･病･言･自情）･ 無 

志願者在籍 有 種別（視･聴･知･肢･病･言･自情）･ 無 

(ふりがな)  きたはりま  たろう 

志願者名 北播磨 太郎 
 

昭和 
平成１８年１２月１７日生 性別（男） 

 

５ 

特
別
活
動
の
記
録
等 

・学級委員長 
・サッカー部 

１ 

学
歴 

昭和                    立         学校中学部 

３１年 ４月 １日                       入学 

平成         〇〇市    立     〇〇        中 学 校 

平成                   立                 学校中学部 

        ４年 ３月３１日                 卒業･卒業見込み 

令和         〇〇市   立     〇〇       中 学 校  

６ 

障
害
の
状
況
等 

(1) 主たる障害 
（ 知的障害              ） 

 
(2) 障害の程度 
（ 療育手帳 Ｂ２         級 ） 

 
(3) 日常生活の様子 

卒業後の略歴 

その他特記事項 

 
 
 

２ 

身
体
の
記
録 

視     力 
右     Ａ （          ） 
左     Ｂ （         ） 

聴    力 
右        ｄＢ 

                     正常 
左        ｄＢ 

 

支援の程度 不要     一部    全部 

 

投 薬 の 
有 無 

有 ・ 無 
（目的 てんかん発作防止） 

コミュニケーション 
 

 

主な疾患及び
特記事項 

 
てんかん発作 

 

移動 
 

 

集団参加 
 

３ 

出
欠
の
記
録 

 １年 ２年 ３年  

欠席日数 
 

５日 
 

 ０日 
 

１日 
通学 

 

 

欠 席 の 
主な理由 

・家事都合 
・体調不良 

 
 

 
・発熱 

 

衣服の着脱 
 

 

食事 
 

４ 

各
教
科
等
の
学
習
の
記
録 

教   科 １年 ２年 ３年 自立活動  

国   語    

・人間関係
の形成 

・身体の動 
 き 
・コミュニ
ケーショ
ン 

排泄 
 

社   会     

数   学      

理   科    

特 

記 

事 

項 

（特徴的な行動様式等特記すべき事項があれば記入） 
・コミュニケーションが課題で、自分の思い
をうまく伝えられないことがある。 

音   楽    

美   術    

保 健 体 育         

技術（職業）・家庭         

外 国 語    

参 

考 

事 

項 

・漢字は小学３年生程度が書ける。 
・四則計算は、加減はできるが乗除はで
きない。 

・運動は好きである。 
令和 ４年 １月 １０ 日 

 
○○市 立   ○○中  学校長 

    校長名  ○○ ○○         印 

 注 ①  ３「出欠の記録」の３年の欄については、12月末日までを記入する。 

   ②  ４の欄の学年欄は、５段階評定で記入する。ただし点数評価を実施していない場合は記入不要。 

   ③  ６の(3) 欄の記入については、該当する程度を○で囲む。 

   ④ 視力については、数値の記入だけでなく、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの表示でも可。 

 

 

 

 

 

 

 


